
事 務 連 絡

令和元年 12 月２日

地 方 厚 生 ( 支 ) 局 医 療 課

都道府県民生主管部（局）

国民健康保険主管課（部） 御中

都道府県後期高齢者医療主管部（局）

後期高齢者医療主管課 ( 部 )

厚生労働省保険局医療課

疑義解釈資料の送付について（その 18）

診療報酬の算定方法の一部を改正する件（平成 30 年厚生労働省告示第 43

号）等については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事

項について」（平成 30 年３月５日保医発 0305 第２号）等により、平成 30 年

４月１日より実施することとしているところであるが、今般、その取扱いに

係る疑義照会資料を別添１及び別添２のとおり取りまとめたので、参考まで

に送付いたします。



歯科 1

〈 別 添 ２ 〉

歯科診療報酬点数表関係

【歯科用シーリング・コーティング材】

問１ 令和元年 12 月１日付けで保険適用された歯科用シーリング・コーティ

ング材を用いたコーティング処置について、準用技術として区分番号「Ｉ０

０１」に掲げる歯髄保護処置の「３ 間接歯髄保護処置」を算定することと

なっているが、区分番号「Ｍ００１」に掲げる歯冠形成の「１ 生活歯歯冠

形成」と同日に算定できるか。

（答）算定できる。

問２ 令和元年 12 月１日付けで保険適用された歯科用シーリング・コーティ

ング材を用いたコーティング処置について、区分番号「Ｉ００１」に掲げる

歯髄保護処置の「３ 間接歯髄保護処置」を実施した歯に対して、後日、区

分番号「Ｍ００１」に掲げる歯冠形成の「１ 生活歯歯冠形成」及びコーテ

ィング処置を行った場合、準用技術としての間接歯髄保護処置を算定できる

か。

（答）算定できる。


